
第 ５ 回 復 興 道 路 会 議 ～福島県～

日時：平成２７年 ６月 ４日（木）

１０：００～１２：００

場所：伊達市役所保原本庁舎１階大会議室

議 事 次 第

１．挨 拶

国土交通省 東北地方整備局 道路部長

福島県 土木部長

伊達市長

２．議 事

１）復興道路・復興支援道路の進捗確認について

２）事業進捗の「見える化」の取り組み状況の

情報共有と継続実施の確認について

３）復興道路等を活かした地域振興策、

地域づくり事例の情報共有について

４）その他

資料１～３

資料４

資料５～７



第５回復興道路会議～福島県～　配席図　 伊達市役所保原本庁舎 1階大会議室
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役　　職　　名 氏　　名

　福島県土木部長 大河原　聡

　福島県農林水産部長 小野　和彦

　福島県教育委員会　理事兼政策監 笠原　裕二

　福島市副市長 安斎　睦男

　相馬市副市長 佐藤　憲男

　南相馬市副市長 江口　哲郎

　伊達市副市長 鴫原　貞男

　桑折町副町長 熊谷　孔隆

　国見町副町長 佐藤　弘利

　川俣町副町長 伊藤　智樹

　新地町副町長 佐藤　清孝

　飯舘村副村長 門馬　伸市

　一般社団法人東北経済連合会 専務理事 渡辺　泰宏

　福島県商工会議所連合会 専務理事 石井　浩

　福島経済同友会 事務局長　 渡辺　光則

　株式会社福島民報社 編集局長 芳見　弘一

　福島民友新聞株式会社 編集局長 菅野　篤

　東日本高速道路株式会社東北支社　建設事業部長 楠　文隆

　復興庁　福島復興局次長 中村　伸也

　国土交通省 東北地方整備局　道路部長 川﨑　茂信

　国土交通省 東北地方整備局　福島河川国道事務所長 永尾　慎一郎

　国土交通省 東北地方整備局　磐城国道事務所長 坂井　康一

敬称略

「復 興 道 路 会 議 ～ 福 島 県 ～」



復 興 道 路 会 議 ～ 福 島 県 ～

規 約

(名 称)

第１条 本会議は、｢復興道路会議～福島県～｣と称する。

(目 的)

第２条 本会議は、東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとなる復

興道路等の早期完成を図るため、全ての関係者に対する事業進捗への合意形成と、

国・県・市町村・関係機関の連携による課題解決を目的として開催する。

(協議事項)

第３条 本会議は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる連絡及び調整を行う。

一 事業の合意形成に関する事項

二 事業促進の課題解決に関する事項

三 その他本会の目的を達成するために必要な事項

(対象事業)

第４条 本会議で対象とする復興道路は、以下のとおりとする。

一 東北中央自動車道（相馬～福島）

二 その他

(組 織)

第５条 本会議は、以下の構成員をもって組織する。

一 福島県、復興庁 福島復興局

国土交通省 東北地方整備局、東日本高速道路(株)東北支社

二 復興道路等の関係市町村

三 地域経済界及び報道関係代表

(事務局)

第６条 本会議の庶務は、福島県土木部及び国土交通省東北地方整備局道路部において処

理する。

（雑 則）

第７条 この規約に定めるもののほか、本会議の運営に関して必要な事項は会議において

定める。
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復興道路・復興支援道路の概要

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻） 80km

［震災後新規区間 17km］

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡） 100km

［震災後新規区間 48km］

三
陸
沿
岸
道
路

㎞
359

［
震
災
後
新
規
区
間

㎞
］

148

東北中央自動車道
（相馬～福島） 45km

［震災後新規区間 23km］

復興道路・復興支援道路の総延長584km
［震災後新規区間236km（40％）］

みやぎ県北高速幹線道路 24km
［震災後新規区間 11km］

（宮城県）

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 　152km 23km 207km 148km

約　100km 8km 7km 58km 48km

約　 80km 54km 24km 26km 17km

約　 45km 0km 0km 45km 23km

約　584km 214km 54km 336km 236km

約 　24km 9km 9km 11km 11km

約　608km 223km 63km 347km 247km

 東北横断道釜石秋田線
 (釜石～花巻)

 東北中央道
 (相馬～福島)

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

路　　線　　名

計

計画延長 開通延長 事業中延長

合　　計

 みやぎ県北高速幹線道路

H27.5.15現在



阿武隈
東道路

阿武隈東
～阿武隈

霊山
道路

霊山～
福島

相馬西
道路

12.2km 12.0km 5.0km 10.7km 6.0km

福島県内の概要

東北中央自動車道
（相馬～福島）45km

H30
開通予定

H29
開通予定

H28
開通予定

H29
開通予定

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 　152km 23km 207km 148km

約　100km 8km 7km 58km 48km

約　 80km 54km 24km 26km 17km

約　 45km 0km 0km 45km 23km

うち、福島県 約　 45km 0km 0km 45km 23km

約　584km 214km 54km 336km 236km

うち、福島県 約　 45km 0km 0km 45km 23km

 東北横断道釜石秋田線
 (釜石～花巻)

 東北中央道
 (相馬～福島)

合　　計

事業中延長路　　線　　名 計画延長 開通延長

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

H27.5.15現在

震災後新規事業区間の開通見通し
（H26年度まで公表）

震災以前からの事業区間の開通見
通し（H26年度まで公表）

※開通見通しは、集中復興期間後（平成２８年度以降）の復興関係予算の継続を前提に、
標準的な工程を想定した場合の目安です。
「集中復興期間の総括及び平成２８年度以降の復旧・復興事業のあり方」の検討状況、
予算状況及び施工上の条件変化等により変更がありますので留意ください。



復興道路・復興支援道路の各道路別進捗状況 （平成２７年３月３１日現在）

《平成２６年度の進捗状況》
○復興道路・復興支援道路の用地進捗率は約９割、主要構造物着手率は約６割まで進捗
○東北中央道（相馬～福島）５区間４５kmのうち、４区間３４kmが平成３０年度までに開通予定
○東北中央道 霊山～福島間がH26.9.28に着工し、震災後、国直轄事業で新規事業化した１９区間全てで工事着手

資料－１

152km 207km 約80% 約90% 約55% 約25% － －

152km 207km 約90% 約95% 約70% 約35% 約35% 約45%

8km 58km 約70% 約60% 約35% 約30% － －

8km 58km 約90% 約75% 約40% 約30% 約10% 約40%

54km 26km 約90% 100% 約65% 約45% － －

54km 26km 約95% 100% 約75% 約55% 約85% 約55%

0km 45km 約60% 約80% 約65% 約15% － －

0km 45km 約85% 約90% 約65% 約25% 約55% 約50%

214km 336km 約80% 約90% 約55% 約25% － －

214km 336km 約90% 約95% 約65% 約35% 約35% 約45%

※未事業化区間約34kmを含む

11km 41km 100% 100% 100% 約75% － －

32km 20km 100% 100% 100% 約90% － 100%

9km 11km 約70% 約45% 約65% 約65% － －

9km 11km 約85% 約80% 約70% 約65% － 約65%

【宮城県】
みやぎ県北高速幹線道路

約　24km

トンネル掘削
進捗率

橋の上部工
着手率

上段：H26.3.31現在

下段：H27.3.31現在

合　計 約　584km

三陸沿岸道路（4車線化） 約　52km

工事着手率

東北横断道釜石秋田線
(釜石～花巻)

約　 80km

東北中央道
(相馬～福島)

約　 45km

三陸沿岸道路 約　359km

宮古盛岡横断道路 約　100km

主要構造物
着手率

主要構造物
完成率

路　　線　　名 計画延長

開通延長 事業中延長 用地進捗率

※

※1

※1：用地進捗率＝取得済面積（ha）／必要面積（ha）
※2：工事着手率＝工事に着手したＩＣ間延長／計画済延長
※3：主要構造物着手率＝（着手済＋完成済構造物数）÷全構造物数
※4：主要構造物完成率＝完成済構造物数÷全構造物数
※5：トンネル掘削進捗率＝トンネル掘削延長／トンネル計画延長
※6：橋の上部工着手率＝（上部工着手済＋完成済橋梁数）／全橋梁数

※2 ※3 ※4 ※5 ※6



【福島県】各事業区間の進捗状況 （平成27年5月15日現在）

用地進捗率
（面積ベース）

埋蔵文化財
調査完了率

保安林解除

東北中央自動車道（相馬～福島）

約88% 約30% 1箇所/1箇所申請済

約99% 約40% 1箇所/1箇所申請済

約98% 100%

100% 100%

約97% 約40% 1箇所/1箇所解除済

約97% 100% 1箇所/1箇所解除済

約86% 約40% 3箇所/3箇所解除済

約99% 約90% 3箇所/3箇所解除済

0% ー

約50% 0%

12.0km

路線名 事業区間名 延　長 開通予定 事業進捗上の課題

下段：H27.3.31現在

上段：H26.3.31現在

－

対象外

対象外

・用地取得の推進

阿武隈東～阿武隈

相馬西道路
（相馬～相馬西）

霊山道路 ・用地取得の推進

H30年度6.0km

・用地取得の推進

10.7km

・用地取得の推進H29年度

阿武隈東道路 H28年度

H29年度

霊山～福島

5.0km

12.2km

資料－２

※1：用地進捗率＝取得済面積（ha）／必要面積（ha）
※2：埋蔵文化財調査完了率＝本調査完了面積（ha）／調査対象面積（ha）

※1 ※2



資料－３



1 岩手
東北横断自動車道
釜石秋田線
遠野～宮守

・改良工事
・舗装工事
・調査設計

・舗装工事
・調査設計

・遠野ＩＣ～宮守ＩＣ
　L=9.0km（2/4）
　平成27年度開通予定

2
宮城
岩手

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（唐桑北～陸前高田）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）唐桑北ＩＣ～陸前高田Ｉ
Ｃ
　L=10.0km（2/2）
　平成30年度開通予定

3 岩手

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（吉浜道路）

・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・舗装工事
・調査設計

・改良工事
・橋梁工事
・舗装工事
・調査設計

・（仮称）三陸IC
　～（仮称）吉浜IC
　L=3.6km（2/2）
　平成27年度開通予定

4 岩手

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（吉浜～釜石）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）吉浜IC
　～（仮称）釜石JCT
　L=14.0km（2/2）
　平成30年度開通予定

5 岩手

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（釜石山田道路）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）釜石JCT
　～釜石両石IC
　L=5.6km（2/2）
　平成30年度開通予定

・釜石北IC
　～（仮称）大槌IC
　L=4.8km（2/2）
　着手後概ね10年程度を目指
すものの、完成に向けた円滑
な事業実施環境が整った段階
で確定予定

・（仮称）大槌IC
　～山田南IC
　L=8.0km（2/2）
　平成30年度開通予定

6 岩手

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（山田～宮古南）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・山田IC～宮古南IC
　L=14.0km（2/2）
　平成29年度開通予定

7 岩手

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（宮古中央～田老）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・宮古中央IC
   ～（仮称）田老第２IC
　L=17.0km（2/2）
　平成32年度開通予定

・（仮称）田老第２IC～（仮称）
田老北IC
　L=4.0km（2/2）
　平成29年度開通予定

H31以降

高規格幹線道路・地域高規格道路事業の進捗状況

番号 H26 H27 H28県名 事業名
平成２７年度

事業内容
備考

平成２６年度
事業内容

H29 H30

調査設計、工事推進

平成２７年度開通予定

遠野ＩＣ～宮守ＩＣ

調査設計、工事推進

平成２７年度開通予定

（仮称）三陸ＩＣ～（仮称）吉浜ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成２９年度開通予定

山田ＩＣ～宮古南ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

（仮称）吉浜IＣ～（仮称）釜石JCT

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

（仮称）釜石JCT～（仮称）釜石両石ＩＣ

平成３０年度開通予定

（仮称）大槌IC～（仮称）山田南ＩＣ

開通時期未定

釜石北ＩＣ～（仮称）大槌ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成３２年度開通予定

宮古中央IC～（仮称）田老第２ＩＣ

平成２９年度開通予定

（仮称）田老第２ＩＣ～（仮称）田老北IC

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

（仮称）唐桑北Ｃ～陸前高田ＩＣ



H31以降

高規格幹線道路・地域高規格道路事業の進捗状況

番号 H26 H27 H28県名 事業名
平成２７年度

事業内容
備考

平成２６年度
事業内容

H29 H30

8 岩手

一般国道45号
八戸・久慈自動車道
三陸沿岸道路
（久慈北道路）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・調査設計

・用地買収
・橋梁工事
・調査設計

・（仮称）侍浜IC～久慈北IC
　L=7.4km（2/2）
　平成30年度開通予定

9 岩手

一般国道283号
東北横断自動車道
釜石秋田線
釜石花巻道路
（釜石～釜石西）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）釜石JCT～（仮称）釜
石西IC
　L=6.0km（2/2）
　平成30年度開通予定

10 岩手

一般国道283号
東北横断自動車道
釜石秋田線
釜石花巻道路
（遠野住田～遠野）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・トンネル工事
・調査設計

・遠野住田IC～遠野IC
　L=11.0km（2/2）
　平成30年度開通予定

11 岩手

一般国道45号
三陸北縦貫道路
三陸沿岸道路
（田老～岩泉）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）田老北IC
　～岩泉龍泉洞IC
　L=6.0km（2/2）
　平成29年度開通予定

12 岩手
一般国道106号
宮古盛岡横断道路
（宮古～箱石）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・宮古市藤原
　～（仮称）松山IC
　L=4.0km（2/4）
　平成32年度開通予定

・宮古市根市
　～宮古市箱石
　L=27.0km（2/2）
　着手後概ね10年程度を目指
すものの、完成に向けた円滑
な事業実施環境が整った段階
で確定予定

・宮古市下川井地区
　L=2.0km（2/2）
　平成31年度開通予定

13 岩手
一般国道106号
宮古盛岡横断道路
（都南川目道路）

・用地買収
・改良工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・トンネル工事
・舗装工事
・調査設計

・（仮称）川目IC
　～（仮称）田の沢IC
　L=2.6km（2/2）
　平成27年度開通予定

・（仮称）田の沢IC
　～（仮称）手代森IC
　L=3.4km（2/2）
　平成31年度開通予定

14 宮城

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（仙塩道路）

・改良工事
・橋梁工事
・調査設計

・改良工事
・橋梁工事
・調査設計

・仙台港北IC～利府中IC
　（（仮称）多賀城IC含む）
　L=7.8km（4/4）
　平成27年度開通予定

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

（仮称）侍浜ＩＣ～久慈北ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

遠野住田ＩＣ～遠野ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成２９年度開通予定

（仮称）田老北ＩＣ～岩泉龍泉洞ＩＣ

工事推進

平成２７年度開通予定

（仮称）川目ＩＣ～（仮称）田の沢ＩＣ

調査設計、工事推進

平成２７年度開通予定

仙台港北ＩＣ～利府中ＩＣ

平成３１年度開通予定

（仮称）田の沢ＩＣ～（仮称）手代森ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

（仮称）釜石JCT～（仮称）釜石西IＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成３２年度開通予定

宮古市藤原～（仮称）松山IC

平成３１年度開通予定

宮古市下川井地区

開通時期未定

宮古市根市～宮古市箱石



H31以降

高規格幹線道路・地域高規格道路事業の進捗状況

番号 H26 H27 H28県名 事業名
平成２７年度

事業内容
備考

平成２６年度
事業内容

H29 H30

15 宮城

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（矢本石巻道路）

・改良工事
・橋梁工事
・舗装工事
・調査設計

・改良工事
・橋梁工事
・舗装工事
・調査設計

・石巻北IC～桃生豊里IC
　L=12.1km（4/4）
　平成27年度開通予定
　

　平成28年度開通予定

・石巻北ＩＣ平成27年秋開通予
定

16 宮城

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（登米志津川道路）

・改良工事
・舗装工事
・調査設計

・舗装工事
・調査設計

・登米東和IC
　～（仮称）志津川IC
　L=11.1km（2/2）
　平成27年度開通予定

17 宮城

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（南三陸道路）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・調査設計

・（仮称）志津川IC
　～（仮称）南三陸海岸IC
　L=3.0km（2/2）
　平成28年度開通予定

・（仮称）南三陸海岸IC
　～（仮称）歌津IC
　L=4.2km（2/2）
　平成29年度開通予定

18 宮城

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（歌津～本吉）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・調査設計

・（仮称）歌津IC
　～（仮称）歌津北IC
　L=4.0km（2/2）
　平成30年度開通予定

・（仮称）歌津北IC
　　～（仮称）本吉IC
　L=8.0km（2/2）
　着手後概ね10年程度を目指
すものの、完成に向けた円滑
な事業実施環境が整った段階
で確定予定

19 宮城

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（本吉気仙沼道路）

・用地買収
・改良工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・調査設計

・（仮称）大谷IC
　～（仮称）気仙沼IC
　L=7.1km（2/4）
　平成29年度開通予定

20 宮城

一般国道45号
三陸縦貫自動車道
三陸沿岸道路
（気仙沼～唐桑南）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）気仙沼IC
　～（仮称）気仙沼港IC
　L=1.7km（2/2）
　平成31年度開通予定

・（仮称）気仙沼港IC
　　～（仮称）唐桑南IC
　L=7.3km（2/2）
　着手後概ね10年程度を目指
すものの、完成に向けた円滑
な事業実施環境が整った段階
で確定予定

21
山形
福島

東北中央自動車道
福島～米沢

・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・舗装工事
・調査設計

・改良工事
・トンネル工事
・舗装工事
・調査設計

・（仮称）福島JCT
　～（仮称）大笹生IC
　L=1.9km（2/4）
　平成28年度開通予定

・（仮称）大笹生IC
　～（仮称）米沢IC
　L=26.1km（2/4）
　平成29年度開通予定

平成２７年度開通予定

↓
平成２８年度開通予定

石巻北IC～桃生豊里ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成２９年度開通予定

（仮称）南三陸海岸ＩＣ～（仮称）歌津ＩＣ

平成２８年度開通予定

（仮称）志津川ＩＣ

～（仮称）南三陸海岸ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成２９年度開通予定

（仮称）大谷ＩＣ～（仮称）気仙沼ＩＣ

調査設計、工事推進

平成２７年度開通予定

登米東和ＩＣ～（仮称）志津川ＩＣ

平成２９年度開通予定

（仮称）大笹生IC～（仮称）米沢ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

（仮称）歌津IC～（仮称）歌津北IC

開通時期未定

（仮称）歌津北IC～（仮称）本吉IC

調査設計、用地買収、工事推進

平成３１年度開通予定

（仮称）気仙沼IC～（仮称）気仙沼港IC

開通時期未定

（仮称）気仙沼港IC～（仮称）唐桑南IC

調査設計、工事推進

平成２８年度開通予定

（仮称）福島JCT～（仮称）大笹生ＩＣ

調査設計

石巻北ＩＣは平成２７年秋開通予定

<進捗状況>

・軟弱地盤改良施工時の支障物（転石）により作業効率

が低下し、工事工程に遅延が発生



H31以降

高規格幹線道路・地域高規格道路事業の進捗状況

番号 H26 H27 H28県名 事業名
平成２７年度

事業内容
備考

平成２６年度
事業内容

H29 H30

22 福島

一般国道115号
東北中央自動車道
相馬福島道路
（相馬～相馬西）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・相馬IC～（仮称）相馬西IC
　L=6.0km（2/2）
　平成30年度開通予定

23
福島
宮城

一般国道115号
東北中央自動車道
相馬福島道路
（阿武隈東道路）

・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）相馬西IC
　～（仮称）阿武隈東IC
　L=10.7km（2/2）
　平成28年度開通予定

24 福島

一般国道115号
東北中央自動車道
相馬福島道路
（阿武隈東～阿武隈）

・用地買収
・改良工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・調査設計

・（仮称）阿武隈東IC
　～（仮称）阿武隈IC
　L=5.0km（2/2）
　平成29年度開通予定

25 福島

一般国道115号
東北中央自動車道
相馬福島道路
（霊山道路）

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・用地買収
・改良工事
・橋梁工事
・トンネル工事
・調査設計

・（仮称）阿武隈IC
　～（仮称）霊山IC
　L=12.0km（2/2）
　平成29年度開通予定

26 福島
一般国道121号
会津縦貫北道路

・改良工事
・橋梁工事
・舗装工事
・調査設計

・改良工事
・橋梁工事
・舗装工事
・調査設計

・湯川南IC～会津若松北IC
　L=3.0km（2/4）
　平成27年度開通予定

調査設計、用地買収、工事推進

平成３０年度開通予定

相馬ＩＣ～（仮称）相馬西ＩＣ

調査設計、工事推進

平成２８年度開通予定

（仮称）相馬西ＩＣ～（仮称）阿武隈東ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成２９年度開通予定

（仮称）阿武隈東ＩＣ～（仮称）阿武隈ＩＣ

調査設計、用地買収、工事推進

平成２９年度開通予定

（仮称）阿武隈ＩＣ～（仮称）霊山ＩＣ

調査設計、工事推進

平成２７年度開通予定

湯川南IC～会津若松北IC



- 1 -

◆復興道路・復興支援道路の見える化（平成２６年度）

○起工式、現場見学会、地域の復興支援、自治体での事業進捗等、見
える化を紹介

◆復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み

○住民参加による各種式典の開催
・式典への住民参加事例を紹介

○現場見学会における進捗状況の説明
・夏休みを活用した現場見学会、体験学習を併用した現場見学会を

紹介

○市町村役場等における進捗状況発信
・市町村役場や道の駅、観光施設等において「モニター」「説明看

板」や「かわら版」「ＨＰ」等による情報発信を紹介

○地域とのコミュニケーションを重視した取り組み
・施工企業のＣＳＲ活動の見える化を紹介

◆県別・市町村別における「見える化」の取り組み

○岩手県
・県及び市町村で実施する現場見学会や広報を紹介
・好事例を紹介

○宮城県
・市町村で実施する現場見学会や広報を紹介
・好事例を紹介

○福島県
・県及び市町村で実施する現場見学会や広報を紹介
・好事例を紹介

資料－４



約19万ヒット<H27.3末>
H25年度約13万ヒット

復興道路・復興支援道路の見える化（平成26年度）
~ 総延長584km 214km開通済 113km新規開通見通し発表 ~

［平成26年4月25日公表］

41回
新 聞90回報道
テレビ74回放映

67回
約2,900人

H25年度
64回 約2,700人

8月31日：宮古地区
9月03日：釜石地区

発生土提供
42地区250万㎥
(H26年度内予定)

南三陸道路
４号トンネル見学会(南三陸町)(H26.6.5)

宮古地区
ＣＯプラント稼働式(宮古市)(H26.8.31)

区画整理事業への
発生土提供(釜石市)

整備進捗状況
パネル展示状況(相馬市)（H26.7.26)

トンネル貫通式
吉浜トンネル(大船渡市)(H26.4.25)

◇起工式
Tn貫通式等

◇現場見学会等

◇復興道路専用
COﾌﾟﾗﾝﾄの稼働

◇地域復興支援

◇市町村等での
◇進捗状況の発信

◇HPによる
◇情報発信

H25年度末
44地区140万㎥提供済

注：特記の無い項目は平成27年3月31日時点

復興道路・復興支援道路開通目標

134箇所
・市町村ロビー 24箇所
・道の駅等 27箇所
・現地看板 49箇所
・進捗状況写真展 34箇所



復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（１）

●住民参加による各種式典の開催

【三陸沿岸道路 吉浜道路】
吉浜トンネル貫通式《岩手県大船渡市》

(H26.4.25)

▲近隣の４つの小中学生270名を含む地域
の方々の参加により貫通式を開催。

◆工事の節目に行う式典（トンネル貫通式、橋梁連結式等）において住民参加の各種式典を開催。
◆工事の進捗状況について理解を深め、地域とのコミュニケーションを重視。

【三陸沿岸道路 宮古田老道路】
山口第２トンネル着工式《岩手県宮古市》

(H26.10.10)

▲宮古田老道路において４本目のトンネル着
工となる山口第２トンネルの着工を次代を担う
地元小学生を招き開催。事業の進捗に理解を
深めてもらった。



復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（２）

●現場見学会における進捗状況の説明

【相馬福島道路 霊山道路】
夏休みを活用した現場見学会《福島県伊達市》

【三陸沿岸道路 矢本石巻道路】
体験学習を併用した現場見学会《宮城県石巻市》

▲金弁蔵トンネル等の構造物を見学（26.8.2） ▲高力ボルトの締め付け体験（26.12.3）

◆小中学生や地域の方々、土木を専門に学んでいる高校生・大学生、復興道路等の事業を支援して
いただいている団体や自治体等、様々な方々が現場見学に参加。

◆夏休みを活用し親子で参加できる現場見学会の開催、体験学習を併用した現場見学会の開催
等、工夫を凝らした現場見学会を開催。



●市町村役場等における進捗状況発信

復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（３）

▲イベントを活用した情報発信状況

（福島県相馬市「市民のひろば」
（H26.7.26））

▲統一看板への開通目標
の掲示
（岩手県遠野市）

▲道の駅「区界高原」における
工事進捗状況の発信
（岩手県宮古市）

▲進捗状況をお知らせ」する
「かわら版」

▲メイントンネル
の進捗状況を
発信

▲東北地方整備局の
復興道路ポータルサイト（ＨＰ）

検 索復興道路

◆地域の方々が集まる市町村の役場・道の駅や観光客が集まる観光施設等においてモニター、
かわら版、HP等を活用し、復興道路等の必要性や工事の進捗状況を発信。

◆地域の方々や道路利用者、観光客等を対象に進捗状況の見える化の取り組みを実施。

▲市役所のカウンター脇の小スペー
スを活用しモニターより情報を発信
（岩手県釜石市）

①復興道路等の沿線市町村ロビー等における情報提供の工夫

②沿線道の駅等における情報提供の工夫 ④「かわら版」やＨＰによる情報発信

③現場広報ポイントにおける説明看板の工夫

▲市役所の休憩スペースを活用し
モニターより情報を発信（岩手県宮
古市）

▲「吉浜釜石道路 荒川トンネル」で
は説明看板に三次元平面図を活用
（岩手県釜石市）



●地域とのコミュニケーションを重視した取り組み

復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み（４）

【三陸沿岸道路 釜石山田道路】
小鎚地区トンネル工事 《岩手県大槌町》

▲地元中学生が「生コン造り」を体験する
総合学習の場を提供(H26.8.26)

▲着工式でちびっこ虎舞を披露した幼稚
園児を現場見学に招待(H26.7.9)

▲着工式(H25.10.10)
幼稚園児による
ちびっこ虎舞を披露

▲プラント稼働式に愛称・ＰＲボード
図案を応募してくれた小学生を招待
(H26.8.31)

【三陸沿岸道路 田老岩泉道路】
国道４５号摂待道路工事 《岩手県宮古市》

▲ＰＲ看板応募作品

◆次代を担う子供たちを含めた地域とのコミュニケーションをより重視して、施工企業のＣＳＲ活動と
ともに見える化の取り組みを実施。

◆国道４５号摂待道路工事では、公共用プラントの愛称募集や地元中学生に体験学習の場を提供
し、小鎚地区トンネル工事では、着工式で「ちびっこ虎舞」を披露した幼稚園児を現場見学会に招
待する等、地域とのコミュニケーションを深める取り組みを実施。



岩手県

盛岡市

宮古市

大船渡市

遠野市

釜石市

大槌町

山田町

岩泉町

田野畑村

野田村

久慈市

洋野町

【岩手県】○市町村別における「見える化」の取り組み

・小学生とその保護者を対象とした「まちづくり現場見学会」を主催
・町広報へ三陸沿岸道路・釜石山田道路の進捗状況を２頁にわたり掲載

・村広報へ三陸沿岸道路・田野畑道路、尾肝要普代道路の進捗状況を８頁にわたり掲載

・観光協会ブログで工事進捗を発信　【事例２】

・現場見学会（地域住民、小中学生、関係機関）を主催

・市広報へ三陸沿岸道路・釜石花巻道路の進捗状況を４頁にわたり掲載　【事例１】
・市長室に三陸沿岸道路の模型を掲示

・盛岡市ホームページで復興道路を紹介

・市主催で地元住民等を対象とした復興道路現場見学会の実施

・市主催で地元住民を対象とした現場見学会を実施

・村民各戸に導入されているＩＰ告知端末で三陸沿岸道路の工事進捗状況を発信

・久慈市ホームページで三陸沿岸道路の工事進捗状況を発信

・洋野町ホームページで三陸沿岸道路の工事進捗状況を発信

・県政広報誌「いわてグラフ」、「県土づくりＮＥＷＳ」やホームページで復興道路の情報を
発信
・民放４社の県政番組において復興道路の進捗状況を情報発信

・地域の女性を対象とした「現場見学会」を主催



事例１：広報誌にて進捗状況を発信（釜石市）

事例２：観光協会ブログで工事進捗を発信（山田町）

【岩手県】



石巻市

気仙沼市

南三陸町 ・町広報紙にて整備状況を周知　【事例２】

・市政教室において市民を対象に三陸道の現場見学会を実施し、見識を深めて頂いた。

・「海の市」に気仙沼湾横断橋の模型を展示　【事例１】

○市町村別における「見える化」の取り組み 【宮城県】



事例１：「海の市」に気仙沼湾横断橋の模型を展示（気仙沼市）

事例２：広報誌にて進捗状況を発信（南三陸町）

【宮城県】

広報２６年５月号

広報２７年１月号



福島市

相馬市

伊達市

桑折町

国見町

○市町村別における「見える化」の取り組み 【福島県】

・国見町ホームページに復興道路紹介ホームページをリンク

・福島市ホームページで復興道路を紹介

・ホームページや広報誌「広報そうま」に事業進捗状況等を掲載　【事例１】
・地域住民に進捗状況を周知するために復興道路の現場見学会を開催

・広報誌「だて市政だより」にて毎号掲載し情報提供
・市内各小・中学校27校に工事状況ポスターを掲示　【事例２】

・広報誌「広報こおり」によるＰＲ
・桑折町ホームページに復興道路紹介ホームページをリンク



事例１：市のホームページで相馬福島道路の目宣や整備効果等を発信（相馬市）

事例２：市内各小・中学校27校に工事状況ポスターを掲示（伊達市）

【福島県】



相馬福島道路の利活用について

1

福島県

花見山（福島市） 相馬港（相馬市） 相馬野馬追（南相馬市）

平成27年6月4日

資料‐5



避難者は、県内だけでなく、全都道府県に分散。
地域コミュニティの崩壊と、心のケアが課題。

避難者の多い都道府県

１ 東京都 ６，０５１人

２ 埼玉県 ５，０１１人

３ 山形県 ３，９６０人

北海道
1,579

青森
376

新潟
3,925

秋田
721

山形
3,960

茨城
3,474

栃木
2,839群馬

1,249
富山
167

千葉
3,084

埼玉5,011

山梨585

福井
174

石川
228

東京6,051

長野
843

神奈川
3,402

三重
199

静岡
696

愛知
696

岐阜
204

大阪534

京都
548島根

67
滋賀
162

鳥取
109

和歌山
31

兵庫
499岡山

316
広島
233山口68

徳島33

香川52愛媛
79

高知45

福岡
330

長崎
81

熊本
109

大分
117

宮崎
134

鹿児島
113

沖縄
568

奈良86

岩手
510

宮城
2,597

佐賀
85

県内避難者

県外避難者

（２０１５年３月現在）

沿岸部（相双）と内陸部（福島、山形）の
連携が不可欠

・相双地域から山形県や県北地方への避難者

2



3

（平成27年3月31日現在）

白河市

いわき市
１,７６８戸

１６戸
１,５１３戸

広野町
６２戸

福島第１原発

楢葉町 ３２戸

南相馬市
９２７戸

３５０戸

鏡石町 ２４戸

新地町 １３３戸

須賀川市
１００戸

福島市
４７５戸

会津若松市
１３４戸

相馬市 ３９８戸

その他、川俣町、大玉村、三春町、川内村等で ５０８戸

矢吹町 ５２戸

郡山市
５７０戸

桑折町
２２戸

６４戸

二本松市 ３４６戸

（103戸完成）

（398戸完成）

（178戸完成）

（1,089戸完成）

（７１戸完成）区分 整備予定 完成

原
発
避
難
者

4,890戸
（H27年度末までに
1,161戸、29年度末
まで4,521戸整備
残る369戸は用地
決定次第公表)

509
戸

地
震
・
津
波

被
災
者

2,702戸
（11市町）

1,617

戸

（160戸完成）

（48戸完成）

沿岸部と内陸部
の往来が増加

⇒道路網強化による支援

（28戸完成）

（11戸完成）

（24戸完成）

（16戸完成）

地震・津波被災者、原発避難者のための復興公営住宅等を整備
復興公営住宅等と沿岸部の往来交通の強化



◆ 物 流 拠 点
相双地域、県北地域を中心とする背後圏の物流基地として、

また相馬地域開発の拠点として重要な役割を担っている。
○火力発電所等の燃料を輸入するエネルギー基地

相馬共同火力発電(株)：石炭
石油資源開発(株)：LNG(予定)

○工業原材料等外内貿貨物の流通基地
丸三製紙(株)[南相馬市]：石炭、
(株)ファイマテック[相馬市]：無水石膏、
(株)イイジマ[大玉村]：銑鉄、
キンセイマテック(株)[相馬市]：コレマナイト 等

○コンテナ航路による工場製品等の輸送基地
(株)シマ商会[南相馬市]：中古自動車部品 等

◆ ポートセールスの展開
○コンテナ航路の利用促進を図るため、事業者に対して輸送費用の一部助成を実施

相馬港海上コンテナ輸送利用促進助成事業
・荷主に対し、２万円／コンテナ1TEU を助成
・海運事業者に対し、輸送経費４０万円 を助成
・福島市、米沢市等内陸の事業者へ積極的にＰＲ中

実施者：福島県相馬港利用促進協議会事務局（相馬市産業部）

98
71

30 19 14 14

87

81

28
27

23 16
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180

200

宮城県 福島県 青森県 秋田県 山形県 岩手県

（千ﾄﾝ）

輸出 輸入185

152

58
46

37
30

▲県別外貿コンテナ貨物取扱量
（出典：平成20年度全国輸出入ｺﾝﾃﾅ貨物流動調査）

福島県の外貿ｺﾝﾃﾅ
取扱量は東北第2位

港
湾
利
用
拡
大
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
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〔上：被災直後 下：現在の復旧状況〕

5

瓦礫が散乱する２号ふ頭入口付近

岸壁（バース）の復旧については、
全１３バース復旧完了（平成２７年１月２６日）
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平成２３年 ２月２２日撮影

２号ふ頭

沖防波堤

３号ふ頭
(整備中)

４号ふ頭
(整備中)

５号ふ頭

１号ふ頭

【電力】相馬共同火力発電(株)
【太陽電池材料製造】エムセテック(株)

【ガス】石油資源開発(株)

【化学薬品】昭和電工(株)

【セメント】太平洋セメント(株)

【製紙用顔料製造】(株)ファイマテック

【石膏製造】相馬石膏(株)

【工業油製造】(株)ＡＤＥＫＡ

【特殊樹脂製造】ローム・アンド・ハー
ス・ジャパン(株)
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平成２４年６月 第１回試験操業
ﾐｽﾞﾀｺ・ﾔﾅｷﾞﾀｺ・ｼﾗｲﾄﾏｷﾊﾞｲ

試験操業で水揚げされた水産物は、中通りや山形県米沢市方面へも出荷されている。
⇒道路網強化により水産物の鮮度向上に繋がるなど、漁業再興への寄与も期待される。

平成２７年５月現在
試験操業対象種：６４種

【松川浦漁港】
震災前漁獲量 約１５，０００ｔ／年

うち、相馬市外 ８割 （流通先：山形、仙台、いわき、中通り等）
相馬市内 ２割 （地場消費）

7



◆ふくしま産業復興企業立地補助金
工場等を新設又は増設する企業を支援し、生産規模の拡大と雇用を創出。

⇒工場の新増設が急増中。物流を担う道路網の充実により、更なる立地促進が期待される。

新増設急増!!!

新増設急増!!!

ﾊﾟﾙﾌﾟ･紙･紙加工品製造

福島市 新設

電気機械器具製造

南相馬市 増設

加工紙製造

伊達市 増設

8

見城坂（分譲中）

福島（分譲中）

松川（分譲中）

川俣西部（分譲中）

中山（分譲中）

相馬中核東（分譲中）

相馬中核東X（分譲中）

相馬中核西（分譲中）

相馬南第２（分譲中）

下太田（分譲中）
新増設企業
（H24･25）

工業団地

福島県企業立地課職員の声
・企業誘致にあたり、交通網の充実は大きな武器。

・相馬福島道路の整備により、相馬～福島～米沢での誘致
の幅が広がる。
・通行料が無料であることも大きなＰＲポイントである。



福島市に最先端の医療・研究拠点を整備中
相馬福島道路の整備により沿岸部の医療ｻｰﾋﾞｽ向上にも寄与

相双沿岸部
・新地町
・相馬市
・南相馬市

仙台方面
・仙台市立病院
・国立病院仙台医療ｾﾝﾀｰ
・東北大学付属病院

いわき方面
・磐城共立病院

福島方面
・福島県立医科
大学付属病院

救急搬送
の約８割

ふくしま国際医療科学センター
〈平成２８年度全面稼働〉

【５つの機能】
①放射線医学県民健康管理ｾﾝﾀｰ
②先端臨床研究ｾﾝﾀｰ
③先端診療部門
④教育・人材育成部門
⑤医療・産業ﾄﾗﾝｽﾚｰｼｮﾅﾙﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ

→治療薬・診断薬の開発と産官学共同研究

相馬福島道路整備後は
６０分圏域となる

（整備前：約８０分）

▲相双沿岸部３市町の救急搬送の状況

9



復興支援道路『相馬福島道路』の整備効果を最大限に発揮するため、周辺アクセス道の
要対策箇所（幅員狭小、混雑等）において県事業を展開中。

国道１１５号
相馬南ＢＰ２
跨線橋整備国道１１５号

円渕工区
部分拡幅

国道１１５号
霊山工区
部分拡幅

国道３４９号
御代田ＢＰ

トンネル、道路改良

（主）福島保原線
上保原交差点

国道３９９号
片町交差点
前川原交差点

（主）上名倉飯坂伊達線
大笹生IC、大笹生2工区

ＩＣ整備、道路改良

（主）浪江国見線
佐須峠工区
道路改良

10

現在の整備状況：御代田トンネル

御代田バイパスや
相馬南バイパスな
ど周辺アクセス道路
の整備を展開中



【意見】
・相馬港の利用促進に向けたマーケティングも必要。
・常磐自動車道との連携により、時間短縮は観光にとって追い風となる。
・沿岸部での人材不足を、内陸部が通勤になることで補えるのではないか。
・通過交通のみとならないように、魅力ある個性あるまちづくりが必要。

11

利活用に向けた取り組み

○福島・伊達地方 東北中央道利活用に関する打合せ（H26.11.28）
○相馬福島道路 道路整備に関する懇談会（H27.3.26）

整備効果が早期かつ幅広く波及し、周辺地域の活性化及び道路利用者の利便
性向上に繋がるよう、地元としても周辺道路網対策や利活用促進策を検討を
行っている。

相馬福島道路のストック効果が最大限発揮できるよう、
今後も関係機関が一体となって、議論を重ねていく。



①避難者支援【被災地と避難先の往来円滑化】
②沿岸部における物流基盤強化・漁港再興【物流拠点としての相馬港との連携】
③企業立地の促進【工業団地や工場の新増設拡大の期待】
④最先端の医療・研究拠点整備【医療サービスの向上、緊急搬送時間の短縮】
⑤周辺道路との道路ネットワーク強化【アクセス道路の幅員狭小箇所等の解消】
⑥観光振興に対する支援【県北・相双地方への誘客効果】

12

相馬福島道路沿線で開通を見据えて、
復興に向けた各種政策が展開されている

開通時期の遅れは福島県の復興の遅れに繋がる!!



【自治体導入を検討している主な事業】
①社会資本整備総合交付金（復興）
②道路整備事業（国）・港湾整備事業（国）
※避難地域12市町村の事業は除く（県で実施する事業は除かれない）
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○被災地の復興のため、真に必要な事業に重点化
○復興に資する事業でも、全国共通の課題への対応との性格を併せ持つ事業につ
いて、自治体負担を導入。

○自治体負担の程度は、一般事業の負担と比べて十分に低減。
（復興の基幹的事業や原発由来の事業は、引き続き自治体負担ゼロ）

◎復興事業は、復興が成し遂げられるまでスピード感をもって実施しなければ
ならない。

◎地方負担が生じることにより、通常予算を圧迫する。
◎県民の安全・安心を確保するために必要な公共事業の実施に遅れが生じる。

復興道路の完成に遅れが生じないように、復興枠に
よる別枠での確実な予算確保が不可欠となる



常磐自動車道の整備効果

平成27年6月4日

東北支社 建設事業部

資料－６



平成26年内

平成26年3月

１．常磐自動車道開通目標見直し経緯

震災前

平成23年度

平成26年度

平成24年8月

平成26年度

平成26年度内を目指す開通
区間に大きく遅れることなく

開通することを目指す

平成26年度 平成26年内

平成27年
GW前まで

1

20km区域

（区域見直し前の警戒区域）

工事再開

平成２３年５月
（約３ヶ月工事中断）

常磐道合同チームにおける協
議・調整を踏まえ当社が決定

平成26年3月10
日総理大臣発言

平成２５年３月～
（約２年工事中断）

H26年9月

平成26年
12月6日

平成26年
12月6日

平成27年
GW前まで

平成26年9月17
日総理大臣発言

平成２４年３月
（約１年工事中断）

H26年12月

平成26年12月2
日総理大臣発言

平成24年4月8日開通

H27年3月1日



【凡例】
開通前との伸率
上段：常磐道＋国道6号
中段：常磐道
下段：国道6号

１．常磐道全線開通後の交通状況

開通前 ：平成27年 2⽉ 22⽇（⽇）〜 2⽉28⽇（⼟）の⽇平均値
開通後(1週） ：平成27年 3⽉ 2⽇（⽉）〜 3⽉ 8⽇（⽇）の⽇平均値
開通後(1ヶ⽉） ：平成27年 3⽉ 2⽇（⽉）〜 4⽉ 1⽇（⽔）の⽇平均値

■常磐富岡IC〜浪江IC間の交通量（開通後1ヶ⽉）は8,200台／⽇
■これまで開通していた常磐道の隣接区間の交通量は、

・浪江IC〜南相⾺IC間では3.2倍（2,500台／⽇⇒8,000台／⽇）
・広野IC〜常磐富岡IC間では２.2倍（4,300台／⽇⇒9,400台／⽇）と⼤幅に増加

■常磐道と並⾏する国道６号との交通量の合計は、1.4倍に増加（11,600台／⽇⇒16,200台／⽇）
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１．常磐道全線開通後の交通状況（開通済み区間交通量の推移）

■開通済みであった⼭元〜亘理間は、新規開通により交通量が増加
■常磐富岡〜⼭元間の開通前と⽐べ最⼤で約２倍に増加
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２．時間短縮による企業活動への支援

■常磐道利⽤による輸送距離の短縮、営業拠点間の利便性向上
■常磐道開通により復興事業に従事する⽅々の通勤の負担が軽減

80分 70分

0

50

100

常磐道
全線開通前

常磐道
全線開通後

▼いわき市〜仙台市間を⾛⾏した場合の距離、時間 ▼いわき市〜浪江町間を⾛⾏した場合の時間

：開通前ルート
：開通後ルート

■復興事業者の声 （通勤関連）
・浪江町の復興現場への通勤者は約500⼈。その多くはいわき市か
ら時間をかけて通勤している。常磐道を通勤ルートとして利⽤でき、
作業員の通勤負担が軽減した。

■企業の声（⾃動⾞部品販売企業）
・常磐道の開通によって、⾏き来しやすくなったことから、営業活動も週１〜2
回ほど増え、効率化が図られた。
・常磐⾃動⾞道は、東北⾃動⾞道に⽐べて、勾配やカーブが少なく、⼤変⾛
りやすい道路と実感している。

【開通前後の移動時間】

【開通前後の旅行速度】
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３．常磐道沿線地域における観光の活性化（観光施設の声）

■常磐道の全線開通により周辺観光地への利便性が向上、観光・交流が活性化
■イチゴ農家は⾸都圏への出荷販路拡⼤に期待
■点から⾯的な観光ネットワークの形成に期待

■イチゴ農家関係者の声
・集客は１〜１.５割増、福島や関東ナンバーが増えた。
・４⽉から成⽥（海外）に向けて、試⾏マーケティングを考えている。
・関東への商談にも⼒を⼊れていく。

■千客万来館関係者の声
・ＧＷには今年が初となる⼥⼦⼩学⽣の東北⼤会が相⾺光陽
サッカー場で開催されるなど、４⽉以降、サッカー⼤会などの申込み
が増えている。

■宿泊施設関係者の声
・お彼岸のお墓参りで関東から（宿泊に）来られるお客様のほとん
どが「常磐道を通ってきたよ」と⾔っていた。

■観光協会関係者の声
・４⽉から東京と相⾺を結ぶ⾼速バスが運⾏されるので、観光客を
呼び込みやすい環境が整いつつあり、これも常磐道の開通効果と
実感している。

5

■四倉PA店⻑の声
・常磐道全線開通前は復興事業に関わるお客さまが⾷事に⽴ち寄ってい
たが、全線開通後は、県外からの家族連れのお客さまも多くなり、ショッピン
グコーナーでのお⼟産の購⼊が⽬⽴つようになった。



４．常磐道と東北道によるダブルネットワークを形成

■東北道における災害等の緊急時の代替ルートとしての機能を構築
■常磐道を東北道と⽐べて降雪が少なく、冬季の安定的な交通を確保

福島市（福島気象台）
年間平均降雪⽇数： 73⽇/年
10年最⼤積雪深 ： 54cm
年間平均降雪深 : 129cm

いわき市（⼩名浜気象台）
年間平均降雪⽇数： 21⽇/年
10年最⼤積雪深 ： 7cm
年間平均降雪深 :    2cm

【3/11通行止状況】

6:30～7:15

郡山東～磐梯熱海 8:50～14:15

時間

小野～船引三春 9:58～11:05

東北自動車道

道路名

8:00～14:15

磐越自動車道

磐越自動車道

船引三春～郡山東

郡山南～本宮

区間

磐越自動車道

▼東北道(福島市)・常磐道(いわき市⼩名浜)の降雪状況の⽐較 ▼3⽉11⽇の⼤雪による通⾏⽌め時の交通状況

東北道と⽐べ常磐道を通過する地域では
降雪⽇数が約1/3倍 常磐道の交通量は平常時に⽐べ700台増加

※5時間交通量（9時〜14時）
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５．新たな高速バス便が新設

■常磐道の全線開通を契機に相⾺・南相⾺〜東京間の⾼速バスが４⽉１⽇より運⾏を開始

常磐道経由の
相⾺・南相⾺〜東京間の
⾼速バス直⾏便が新設

■バス事業者の声
・当初東北道ルートを検討していたが、常磐道の全線開通が早まったことや、
沿線⾃治体からの強い要望もあり、常磐道ルートでの⾼速バスの運⾏を決め
た。
・今後はこの相⾺・南相⾺〜東京間の利⽤状況などを⾒て、増便の検討や
仙台〜東京間について、常磐道経由への移⾏も考えたい。

⾼速バス新設概要
・運⾏開始⽇： 平成27年4⽉1⽇予定
・運⾏便数 ： １⽇１往復
・所要時間 ： 約5時間
・料 ⾦ ： ⽚道 4,500円（東京〜相⾺）
・運⾏会社 ： ㈱桜交通(本社：福島県⽩河市)

⾼速バス運⾏開始式（4/1）
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◆ 平成26年12月6日
浪江～南相馬間、相馬～山元間開通

最初の整備計画から４４年。 おかげさまで、全線開通！

◆ 平成27年3月1日
常磐富岡～浪江開通
【常磐道全線開通】

開通式典 開通式典

南相馬～仙台間高速バス 開通後の交通状況（双葉町内）



ご清聴ありがとうございました



◆相⾺港（新地町）に⽴地するＬＮＧ基地（H30操業予定）は宮城県、福島県への供給基地となる。
◆県内の輸送にはタンクローリーで出荷予定、中通り⽅⾯へのアクセスに相⾺福島道路が必要。

Ｈ26.11.14福島⺠報
相⾺LNG受⼊基地の概要
◆設備概要：LNG貯蔵タンク1基（23万kl）、LNG外航船受け⼊バース、

LNG内航出荷バース（LNG内航船受⼊兼⽤）、LNG気
化器2基、気化ガス⽤熱量調整設備、LNGタンクローリー出
荷設備(５レーン、30t/h)

◆接続パイプライン：
・ルート、距離：福島県新地町〜宮城県岩沼市、約40km
・仕様：⼝径20B（20インチ）、設計圧⼒7MPa（メガパスカル）

◆施設完成：2017（平成29）年12⽉（予定）
操業開始：2018（平成30）年 3⽉（予定）

◆投資⾦額、等
・相⾺港受⼊基地 約20ha 接続パイプラインの建設合計：約600億円
・資⾦調達：⾃⼰資⾦、借⼊ （出典：JAPEX資料）

◆LNG基地をはじめとする相⾺港の物流拠点の開発は、新地町の震災復興の推進、雇⽤創出に⼤いに期待。内陸部
とのアクセス性向上のため「復興⽀援道路 相⾺福島道路」の早期完成が必要不可⽋

宮城県

福島県

新地IC

資料‐7‐1沿岸部（相⾺港）と中通りを結ぶ相⾺福島道路の開通に期待！！ 新地町



復興支援道路 (国道115号)

相馬福島道路の早期開通
『相馬の声を届けよう』

[高速道路建設促進相馬協議会]

[要望活動 補足資料]

[H27.5 相馬市建設部]

開通目標に遅れることなく一日も早い開通を!!

H27.6.4復興道路会議資料(相馬市) 

相馬福島道路の早期開通 『相馬の声を届けよう』 相馬市 資料‐7‐2



【相馬地方は困っています】

福島市

Imax

▼線形不良個所R=25 Imax8.4%) ▼交通事故発生等による通行止め ▼落石災害発生(H18)約1ｹ月全止 ▼緊急輸送道路としての利用

〇国道115号は相馬市と福島市を結
ぶ重要な路線ですが、線形不良
区間が多く、事故が多発していま
す。

〇大型車両の通行が困難な状況で
あり、海上コンテナ車両等が通行
できません。
(相馬市側 R=25m、最急勾配8.4%)

〇豪雨、土砂災害などの通行規制区
間があり、通行止めが多く、冬季の
降雪時はスタック車両などにより国
道が利用出来なくなってしまいま
す。 (災害等で過去10年で13回
の通行止め、冬期間においては、
H26で4回/年通行止め)

〇国道115号が通行止めになると相
馬市玉野地区の集落が孤立して
しまいます。

国道115号の線形不良、事故多発、災害通行規制、度重なる通行止め

相馬福島

1



【相馬福島道路の活用(暮らし:利便性向上・人口流出低減)】

相馬～福島間の通行規制・通行障害の解消と、
地域住民が安全に安心して暮らせる生活環境を確保

■相馬市街地から、山地部の相馬市玉野地区を経て、福島市方面への通行車両の定時制、
安全性が向上し、買い物や通院、救急医療など、生活の利便性が向上します。

■相馬～福島間の、通勤や通学可能範囲が拡大し、人口流出が低減され、就業機会も増加
します。

■通行規制などで、相馬市街地への通路が遮断されて
いた相馬市玉野地区の孤立が回避され、生活の安全・
安心が確保されます。

相馬IC 

国道115号

特殊通行規制区間

相馬
市街地

相馬市
玉野地区
(151世帯) 

相馬西IC 

阿武隈東IC 

急勾配
急カーブが連続

至 福島

頻繁な通行障害の発生

住民の生活環境確保のた
め、早期開通が不可欠

(相馬市区長会)

玉野地区
第４行政区長

伊藤 一郎

・玉野地区住民は、相馬市街地へ通
勤・通学し、病院や福祉施設にも
通っています。

・豪雨時や豪雪時などは、国道115号
が通行止めとなることが多く、相馬
市街地と行き来することができなく
なり集落が孤立することがあります。

・相馬福島道路が開通すると、通勤
や買い物などの生活が便利になり、
家族が安心して地元で暮らせるよう
になるため、一日も早い開通を望み
ます。▼落石災害発生

(H18)約1ｹ月全止

▼降雪(スタック車両)による通行止
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(重要港湾)相馬港からの物流圏域を拡大し、相馬港の利用を促進します

■線形不良や幅員狭小の解消により、福島内陸及び山形県内陸部からの相馬港を利用した
コンテナによる物流ルートが確保され相馬港の利用が促進します。

■現在の石炭取扱いに加えて、海上コンテナの取り扱いが大幅に増加し、南東北の海の玄関
口として物流拠点となり物流の効率化が促進されます。 (福島県相馬港利用促進協議会)

日本通運（株）相馬海運支店
支店長 佐藤 正一

相馬港湾運送（株）
代表取締役 立谷 幸雄

・H27年度は、不定期航路になる前
と同等の取扱量30本/年への復活
を目指し、荷主企業に対し、助成制
度のほか道路整備状況や開通予
定を紹介することで、今まで以上に
効果的なポートセールが可能となり、
新たな利用企業の発掘を進めます。

・H30年LNG基地操業開始により天然
ガスや冷熱を利用した企業誘致や
相馬福島道路の開通に伴う新たな
企業の利用が期待されます。

・相馬福島道路の全線開通後のH30
年代には、更なる相馬港利用企業
の増加を見込み、コンテナ航路開
設時目標である週1便及び取扱い
本数300本/年を目指しており、計
画通りに、一日も早く開通するよう
期待しています。

【相馬福島道路の活用(産業振興:港湾の利用促進)】
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H27年 H28年 H29年 H30年 H30年代

コンテナ取扱中期計画

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 寄港数

半年1回
30本

四半期1回
60本

2ヶ月1回
90本

月1回
180本

週1回
300本

隔週1回
250本

常磐道
全線開通

阿武隈
東開通

霊山～阿武隈東
開通

東北中央道（米沢
～福島） 開通

相馬福島道路
全線開通

・相馬共同自家発開発
H29年12月操業開始予定
石炭火力発電
（石炭、バイオマス）

・石油資源開発H30年3月操業開始予定
LNG受入基地（天然ガス）

・オリックスH30年操業開始予定
石炭火力発電（石炭、バイオマス）

・コンテナ航路
開設時目標
週1便@7本

◇相馬港コンテナ中期計画(相馬港利用促進プロジェクトチーム)

計画
目標

3

※コンテナ増量計画実現のためには
計画通りの道路開通が不可欠

(本数) (便数)相馬～相馬西
開通



相馬の地場産品や工場製品の流通エリアを拡大し、企業参入を促進
■相馬中核工業団地などへの企業誘致を積極的に進め、雇用を促進します。
■液化天然ガス燃料基地、再生可能エネルギー技術の活用などにより、新たな産業の創生を

図り、相馬地域の産業・経済の再生を目指します。
■相馬地方の地場産品や工業製品の出荷・流通エリアの拡大や、営業エリアの拡大が可能

となり、企業の増加や地元企業の売上が向上し、従業員の所得向上等が期待できます。

・平成30年3月に操業開始する相馬LNG
基地の進出と併せて、関連企業の誘
致を促進していきます。

・相馬福島道路の開通は、相馬中核工
業団地への企業誘致や相馬地方の地
場産品、工業製品の出荷・流通エリア
の拡大や、営業エリアの拡大が可能と
なり、新規企業の参入、企業の設備投
資の増加、販売額の増加、従業員の
所得向上、雇用の促進等が見込まれ、
相馬地域の地方創生に大きく寄与す
るものと期待しているところであり、一
日も早い開通を望みます。

【相馬福島道路の活用(産業振興:企業誘致・流通・雇用)】

相馬中核
工業団地

(石油資源開発(株)資料抜粋)

[相馬LNG基地完成予想図]

[建設予定地:相馬港4号埠頭地区]

◇相馬市の事業所数

◇相馬市の工業製品出荷額(億円)

※震災後に、17の企業が工場増設もしくは
新設を行い、操業を開始しています。
さらに、企業誘致・新規参入を進めます

(相馬中核工業団地
企業誘致促進協議会)
会長

相馬商工会議所
会頭 新妻 良一

出荷額は
増加

H30相馬LNG操業開始、企業誘致に相馬福島道路の開通が不可欠 4



相馬地方の地場産業である漁業の復活・再生と販路拡大を促進

■津波災害や原発事故による漁獲制限、風評被害により、福島県浜通りの漁業は壊滅的なダ
メージを受けましたが福島随一の近海水揚げを誇る相馬地方の漁業を復活・再生させます。

■消費地域の拡大による漁獲量の増加と、加工産業等販売エリアの拡大により、漁業従事者
の雇用環境の改善と後継者の育成を促進します。

相馬双葉漁業
協同組合

代表理事(組合長)
佐藤 弘行

・現在は試験操業中ですが、震災前、相
馬市松川浦漁港の鮮魚の消費割合は、
地場消費が約2割で、相馬市外への出
荷が約8割です。北は仙台方面、南はい
わき、首都圏方面、一部福島県内陸部
や山形方面にも出荷しておりました。

・常磐道の全線開通により首都圏への出
荷量の増加が見込まれていますが、相
馬福島道路が開通すれば、これまで以
上に、トラック輸送が容易となるため、福
島県内陸部や山形方面、関東方面への
販路拡大が見込まれ、本操業に移行し
た際の出荷に大きく弾みがつくものであ
り、本操業開始前の早期開通を期待して
いるところです。

【相馬福島道路の活用(産業振興:漁業)】

販路拡大
出荷増加

売上増大
雇用増加

5※本操業の開始前には、相馬福島道路の開通が不可欠



北海道

1%
秋田

2%

山形

16%

宮城

26%
福島内陸

6%

福島浜通

り

27%

相馬地方

21%

関東方面

1%

【相馬福島道路の活用(観光振興)】
東日本大震災により被災した、名勝松川浦の再生と、

スポーツ観光振興により、相馬地方の創生を目指す

■美しい自然と温暖な気候に恵まれた相馬地方は、松川浦県立自然公園や相馬野馬追や相馬民謡など
豊富な観光資源があり、観光窓口として、「相馬観光復興御案内処」を設置し、観光情報の提供や宿
泊所の調整などワンストップサービスで提供するなど、観光振興を促進します。

■相馬市ではスポーツ交流人口の拡大を目指した取り組みを促進しており、パークゴルフ場、サッカー場、
ソフトボール場、全天候型の相馬こどもドームなどの施設を整え、各種大会や合宿等のイベントを企画し
て、交流人口の拡大を促進します。

(相馬市スポーツ交流
促進協議会)

NPO法人
光陽パークゴルフ

専務理事
門馬 善治郎

・パークゴルフ場の利用者は、常磐道の開通などによって、県外からの利用者
が増えつつあります。

・さらに、相馬福島道路の開通により、福島内陸や山形・北陸方面などの県外
の利用者の増加を見込んでいるため早期の開通を望みます。

・各種大会参加者や、冬季の利用者確保のため、様々なイベントを企画して、
スポーツ交流を促進し相馬地方の観光振興を進めていきます。

※常磐道開通後は、
県外からの利用者
が増加

常磐道全線開通記念パークゴルフ大会
参加者（約300名）地域別 (H27.3.15) 

県外利用者
45％
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60,000

80,000

100,000

120,000

H23 H24 H25 H26 H27以降

相馬光陽パークゴルフ場(利用者数)
県外

県内(相馬以外)

相馬市内

(3.1) 

6.4万人
7.2万人

7.9万人 8.2万人

(2.2) 

(1.1) 

(H27.3.1常磐道全線開通) 

(1.6) 

(2.7) 

(2.9) 

(1.9) 

(3.0) 

(2.1) 

(3.1) 

(3.0) (3.0) 

今後の目標

26％

38％

36％

【県外】

福島内陸や県外利用
者のさらなる増加のた
め早期開通が必要

6



大型車のすれ違いが困難 積雪により道路幅員がさらに狭小

スタック車両等による頻繁な通行止め急勾配・急カーブの連続で事故多発

被災地の復興を支援し、「地方創生」に資する

復興支援道路『相馬福島道路』については
確実に整備を促進し、一日も早い開通を図ること



梁川八幡神社
伊達政宗が16歳のときに戦勝祈願のた
め参詣したことで知られ、伊達⽒の⽒神
として崇敬された。現在、御尊像を特別
公開中

霊山神社
明治14年創建。北畠親房、顕家、顕
信、守親を祀る。670年以上の伝統を
持つ濫觴舞楽（らんじょうぶがく）が春
の例⼤祭で披露される

建設予定地

■ 相馬福島道路の整備に合わせ、（仮）霊山ＩＣ部に道の駅を整備予定

■ 県内外からのアクセス性が向上し、市内への観光客の増加が見込まれるため、「道の駅」を活用して観光地及び

周辺地域の発展、活性化を目指していく

■伊達市のシンボルである霊山をはじめとした魅力ある地域資源をアピールする場、市民の地域交流の場、災害に

備えた救援活動の場として活用し、復興へ向かう伊達市を積極的にＰＲ していく

【伊達市 「道の駅」 コンセプト】

と 発 信 の 場 ～
１．伊達市の総合案内をする道の駅

◇道路交通情報、観光情報の提供
２．独立採算でき持続可能な地域発展を目指す道の駅

◇産地直売所や農家ﾚｽﾄﾗﾝの開設、地元加⼯品の開発
３．震災からの復興と地域振興策を支援する道の駅

◇放射線情報の提供、地域のイベント広場
４．地域防災と災害時の支援活動の拠点としての道の駅

◇緊急時の避難所、物資提供や活動⽀援の拠点

■霊⼭（登⼭客）⼊込状況 東⽇本⼤震災以
降、観光客は回復
傾向にあるが、相
⾺福島道路の開
通、(仮)霊⼭IC
の設置、道の駅の
整備により知名度
が上昇、震災以前
を超える集客を⽬
指す

資料：伊達市商⼯観光課

～伊達市らしさが息づく交流と発信の場～

［道の駅建設予定地］

（単位：⼈）

伊達市のシンボル 霊山
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10万⼈以上の集客を⽬指す

至相馬

至福島

［イメージパース（案）］

相馬福島道路
至
相
馬

至
福
島

～伊達市の歴史観光施設～
至霊山県立
自然公園

「道の駅」を中⼼とした歴史観光の発信や周辺地域の整備、インター
チェンジの⽴地を⽣かした商業施設や企業誘致など、地域活性化のた
めには ⼀⽇も早い“全線開通”が必要不可⽋！

伊達市 資料‐7‐3インターチェンジと一体となった「道の駅」による地域活性化のために
復興支援道路の早期整備を!!



◆ H26.9(仮)国道4号IC周辺開発を盛り込んだ、桑折町都市計画マスタープランを策定

◆ 相馬福島道路による広域的な連携の促進及び（仮称）国道４号ＩＣの効果を最大限に

活かした土地利用により、復興支援拠点としての機能を目指していく

◆ 国道４号の西側沿線地区について、沿道土地利用の促進を図るため、流通業務地

としての検討を行い、新たな雇用の創出・人口の流入等地方創生につなげていく

流通の拠点としての
６次化事業等産業面の活性化

桑折工業団地

桑折駅前団地

中心市街地との役割分担を
勘案した土地利用

⇒駅前公有地を中心とした市街地
の土地利用との相乗効果

⇒被災地へのアクセス支援

経済の好循環・地域活性化のためには相馬福島道路の早期整備が必要！！
～（仮称）国道４号ＩＣ周辺土地利用検討～

桑折工業団地との連絡や
新たな工業団地の検討

(仮)国道4号IC

資料‐7‐4桑折町



福島市の雇用と活性化には、

復興支援道路の早期整備が必要！！

福島市は、相馬・福島道路等の利用促進のために
１ 地場企業及び誘致企業のヒアリングを行い、復興支援道路の

優位性の説明や相馬港の利活用の提案を行ないます

福島市は、雇用と経済の好循環のために
１ 新たな工業団地を無料高速道路のＩＣ周辺に計画しています

２ 地域振興施設を無料高速道路のＩＣ周辺に計画しています

福島市は、広域ネットワークを構築するために
１ 福島市・相馬市・米沢市の商工会議所で運営している

地域経済開発懇談会を積極的に支援します

２ 平成２８年度に福島市をメイン会場として、全国街道交流会議

の全国大会を開催予定です。

福島市の雇用と活性化には、復興支援道路の早期整備が必要！！ 福島市 資料‐7‐5



復興支援道路

無料区間ＰＲと企業ニーズ

市内に立地している企業に対し、

・復興支援道路事業のＰＲ

・通行料無料のＰＲ

・相馬福島道路等の利用需要ヒアリング

・ ＩＣまでのアクセス道路改良要望ヒアリング

を実施する。



①主に、鉄道車両、鋼構造物等を製造

機関車、金太郎、新幹線車輌等、橋梁桁、門型クレーン桁等

②現在、船積の場合は仙台港を利用（海外輸出）

工場から仙台港まで3日を要す
1日走行、3時間制約・・・1回400万円

③大手クレーンメーカーとの新規契約、新規雇用
L=24mの長尺物を製作 ポールトレーラーによる輸送

④相馬福島道路が開通すれば、相馬港利用を検討
相馬港のサービス、ガントリークレーン他、情報が欲しい

ヒアリング実施
平成27年5月28日

協三工業（株） 代表取締役社長

事例



工場内の様子 （福島市：佐倉西工業団地）



工場からＩＣまでのアクセス道路の問題


